
分類 B-1-①-エ 情報の傾向と変化を捉え、問題に対する多様な解決策を明らかにする 

他者の情報から傾向を捉え、解決策を見いだす能力の育成 

 

本時の目標 
校種・学年 中学校・１年 

・栽培した野菜の収穫量、状態、栽培条件
を集約し、傾向を捉える。 

・集約した情報から、学校が避難所となった
場合に、栽培するのに最適な野菜を見い
だす。 

教科・領域 
技術分野 
（B：生物育成の技術） 

アプリ・ソフト ・SKY MENU（気づきメモ） 

備考  

○本時の展開

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 ○学習活動（◆指導上の留意点） 

導
入 

 

 

〇栽培の結果をもとに、どのような条件で収穫量

がどう変わるのかを考えさせる。 

◆見つけた傾向を「気づきメモ」に入力させる。

整理しながら気づいた新たな情報は、再度入

力してもよいことを伝える。 

展
開 

 

 

〇「気づきメモ」の意見から、どの野菜が避難所

での栽培に最適かを考えさせる。 

◆選択した野菜が最適である理由も述べるよう

に指導する。 

ま
と
め 

〇学年として、避難所での栽培に最適な野菜を

確認する。 

◆その野菜が最適な理由も含めて、理解したこ

とをワークシートにまとめさせる。 

生徒の感想 

 

＜情報活用能力の育成とその効果＞ 
・「気づきメモ」は生徒の意見をチャット

形式で集約し、教師の PC から大画面で

提示できるので、挙手による発言に比

べ、ほとんどの生徒が発表することがで

きる。 

・多くの意見から選択することで，自分で

は気づかなかった視点で検討すること

ができる。 

HYOGO スクールエバンジェリスト 宝塚市立南ひばりガ丘中学校 末吉 克行 

◎自分が見つけた傾向を他者に伝わ

るように文書化し、「気づきメモ」

で投稿することで意思を表現でき

る。 

育成できる情報活用能力 

避難所での栽培に最適な野菜を考えよう 

栽培した野菜の傾向を見つけよう 

◎多様な情報から必要な意見を集約

し、最適な栽培方法を見いだせる。 

育成できる情報活用能力 


